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およびデータ軸の 3 軸で構成されるファシリティライブサイクルモデルを提案し，さらにそれぞれに対し， SDRM, 
IDEFO, EXPRESS-G の各モデル化手法を統合して利用することで，実用性の高い手法を実現している。
(4) 各種の設計・評価ツールを統合化した設計・評価システムの基本構造 MALIC を提唱し，コンカレントエンジニア
リングによる設計・評価作業に適用することで，新しい生産システム設計・評価のニーズに対しても柔軟に対処す
ることが可能であることを示している。
(5) MALIC を基に，自動車，自動車部品，家電などの量産製品分野で重要なフローラインを対象としたシミュレータ
MALIC/FLS の開発を行い，ファシリティライフサイクルを通じた設計・評価作業の事例を用いてその有効性を明
らかにしている。本システムは実用システムへと展開され，すでに100を越える生産システム設計・評価作業に適用
されており，本手法が工業的に有効性を有することを明らかにしている。
(6) MALIC を工場全体の生産システム設計・評価にまで拡大・適用し，将来的な拡張性を考慮、したシミュレーション
作業システム MALIC/DEPROS を開発し，ファシリティライブサイクルを通じた設計・評価作業の機能拡張を柔
軟に実現している。
以上のように，本論文は，ファシリティライフサイクルを通じた生産システムの設計・評価作業を一貫して支援す
る新しい設計・評価手法を提案するとともに，その技術の有効性についても生産の具体的な事例への適用などにより
明らかにしており，得られた成果の妥当性，有用性は極めて高く評価され，生産システム工学の発展に寄与するとこ
ろが大きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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